
所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 3,937 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 3,937 

その他財源の内訳

市長段階査定額 3,937 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】農政係 0857-30-8302

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　農業振興に関する各種事業の内部事務を適正に行う。

【事業の目的及び効果】
　湖山池周辺遊歩道は、湖山池を一周するウオーキングコースの一部として、多くの市民や
来訪者に利用されており、ウオーキングイベント等も開催されている。
　このたび、金沢地区内の湖山池遊歩道施設の一部が破損したことから、修繕し、安全確保
を図る。

【事業の内容】
　金沢地区遊歩道　① 破損橋梁除去及び修繕　　　　　1,973千円
　　　　　　　　　② 橋梁周辺流出土砂等の埋め戻し　1,964千円

款 農林水産業費

項 農業費

目 農業総務費

補正前額 1,399 

要求額 3,937 

総務部長段階査定額 3,937 

年度 R8

農００１ 項　　目　　名 事務費

予算書項目 事務費 ページ 37

農林水産部
農政企画課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 473 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 315 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 158 

その他財源の内訳

市長段階査定額 473 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】生産振興係 0857-30-8304

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　農家の高齢化等による担い手の減少や耕作放棄地の増加が進んでおり、持続可能な農業を
実現するための方策として、省力化技術の開発・導入が課題となっている。

【事業の目的及び効果】
　農作業の負担軽減や技術伝承に資する農業機械・設備（スマート農機）や、パソコン、タ
ブレット等の電子機器で作業管理や環境を測定する生産管理システム等の導入を行う農業者
を支援することで、スマート農業を普及拡大させ本市の農業振興を図る。

【事業の内容】
　[鳥取地区]トラクター、代掻きアローの導入１件　　　　2,813千円
　　　　　　当初助成対象者の辞退（コンバイン）１件　▲7,398千円
　[青谷地区]トラクターの導入１件　　　　　　　　　　　　558千円
　[福部地区]トラクターの導入１件　　　　　　　　　　　4,500千円

款 農林水産業費

項 農業費

目 農業振興費

補正前額 7,398 

要求額 473 

総務部長段階査定額 473 

年度 R8

農００２ 項　　目　　名 鳥取市農業生産拡大に向けたスマート農業推進事業費

予算書項目 次世代農業推進事業費 ページ 37

農林水産部
農政企画課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 4,700 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 3,133 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 1,567 

その他財源の内訳

市長段階査定額 4,700 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】生産振興係 0857-30-8304

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　本市では農地の遊休化、農業者の高齢化が進行する状況である。その中で生産規模拡大等
を目指す意欲ある農業者が作成する計画（プラン）に対し支援を行うことで、地域農業の振
興、活性化、農業者の所得向上を図ってきた。県事業の新設に伴い、令和６年度までの「み
んなでやらいや農業支援事業」から本事業に移行した。

【事業の目的及び効果】
　意欲ある農業者、農業集団等が目的達成のために作成したプランに位置づけた取組に対し
支援を行い、地域農業の振興や活性化を図る。

【事業の内容】
　[鹿野地区]トラクター・ディスクハローの導入１件　4,700千円

款 農林水産業費

項 農業費

目 農業振興費

補正前額 14,287 

要求額 4,700 

総務部長段階査定額 4,700 

年度 R8

農００３ 項　　目　　名 ともに目指す担い手強化支援事業費

予算書項目 ともに目指す担い手強化支援事業費 ページ 37

農林水産部
農政企画課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 1,300 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 1,300 

その他財源の内訳

市長段階査定額 1,300 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】販路開拓・企画室 0857-30-8307

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　食の「安全・安心」が求められている中、本市の魅力ある農林水産物等をマルシェや試食
宣伝・商談会などを通して関西圏を中心にＰＲしてきた。しかしながら、潜在的な需要はあ
るものの、安定的な供給量の確保が困難な事や、流通コスト高により取引単価が見合わない
などの理由により、直接取引につながらないケースが多い現状がある。その課題を解決する
ためには、産地化によるロットの確保や地域商社機能を活用した物流・商流の一本化などの
取組を推進していく必要がある。

【事業の目的及び効果】
　集荷から販売までのトータルでの販路開拓を行うとともに、主に関西圏においてマルシェ
の開催や商談を通して広域的なＰＲ活動を行い農林水産物等の知名度アップを図る。

【事業の内容】
〇ボートレース尼崎鳥取市長杯マルシェ出店事業　363千円
　ボートレースチケットショップ鳥取開設15周年記念鳥取市長杯の決勝レース開催に合わせ
同会場にマルシェを出店し、とっとり産品の販売・ＰＲを行う。
　開催日：９月21日（月）
　会　場：ボートレース尼崎

〇アンテナショップ「麒麟のまち」集客事業　937千円
　ＫＩＴＴＥ大阪で開催される「山陰“麒麟のまち”ときめきマルシェ」に併せ、アンテナ
ショップ「麒麟のまち」でのイベントを開催し麒麟のまち圏域の特産品のＰＲ・販売促進及
びアンテナショップの認知度の向上を図る。
　開催日：11月27日（金）～28日（土）
　会　場：アンテナショップ「麒麟のまち」（大阪市北区中之島）

款 農林水産業費

項 農業費

目 農業振興費

補正前額 12,018 

要求額 1,330 

総務部長段階査定額 1,300 

年度 R8

農００４ 項　　目　　名 麒麟のまちうまいもん販路拡大事業費

予算書項目 麒麟のまちうまいもん販路拡大事業費 ページ 37

農林水産部
農政企画課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 23,608 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 15,738 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 7,870 

その他財源の内訳

市長段階査定額 23,608 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】生産振興係 0857-30-8304

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　国内における米不足及び米価上昇の影響から、市内における主食用米の生産意欲が高まっ
ている一方、農業機械等の価格高騰等の影響から、規模拡大による米増産に踏み切れない農
業経営体も多く見受けられることから、今後主食用米の生産拡大を志向する多様な農業経営
体を緊急的に支援するため創設された。

【事業の目的及び効果】
　市内産米の生産力増強及び将来を担う基幹的な担い手の育成を図る。

【事業の内容】
　令和８年度補助事業が鳥取県において継続された。令和７年度を基準とし、主食用米作付
面積を令和９年度までに20％以上拡大を計画している個人、法人及び集落営農組織等へ必要
な機械導入を支援する。
　〇補助率　1/2（県：1/3　市町村：1/6）
　〇補助対象経費上限　個人：15,000千円、法人・集落営農組織等：21,000千円
　〇補助対象者
　[鳥取地区] コンバイン２件、ウイングモア１件、トラクター等１件　計17,780千円
　[河原地区] 運搬車１件、トラクター等１件　計5,828千円

款 農林水産業費

項 農業費

目 農業振興費

補正前額 0 

要求額 23,608 

総務部長段階査定額 23,608 

年度 R8

農００５ 項　　目　　名 令和の米増産緊急支援事業費

予算書項目 令和の米増産緊急支援事業費 ページ 37

農林水産部
農政企画課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 5,367 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 2,683 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 2,684 

その他財源の内訳

市長段階査定額 5,367 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】担い手支援係 0857-30-8305

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　令和３年度から農地中間管理事業による担い手への農地集積、集約化を進めるうえで、荒
廃農地の再生・活用の推進を図るため「機構中間保有地再生活用事業」が新設された。

【事業の目的及び効果】
　「地域計画」を活用し地権者と担い手で合意形成が得られた耕作放棄地を、草刈り・抜根
等により再生することで、より効率的な農地利用を推進する。

【事業の内容】
　耕作放棄地の再生後、地域計画に位置付けられた地域内の農業を担う者が耕作することが
確実な農地の草刈、抜根等の費用を補助する。
　○補助率10/10（県1/2、市1/2）　補助上限額　2,000千円（１地区当たり）
　○補助対象者　鳥取県農業農村担い手育成機構
　○対象農地　　高草地域50a　国府地域20a　気高地域30a

款 農林水産業費

項 農業費

目 農業構造改善事業費

補正前額 0 

要求額 5,367 

総務部長段階査定額 5,367 

年度 R8

農００６ 項　　目　　名 機構活用遊休農地再生利用事業費

予算書項目 地域農政推進対策事業費 ページ 37

農林水産部
農政企画課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 11,384 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 7,589 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 3,795 

その他財源の内訳

市長段階査定額 11,384 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】担い手支援係 0857-30-8305

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　小規模農家が共同で営農を行う集落営農は、地域の水田農業を守る担い手として重要であ
り、組織化初期の経営安定を図るため平成20年度より本事業が創設された。

【事業の目的及び効果】
　継続的な地域の水田農業を維持するため、集落営農組織に対し機械施設の整備などを支援
する。

【事業の内容】
　集落営農組織の作成した集落営農ビジョン実現のために必要な事業に対し助成する。
　○機械施設整備等支援　補助率1/2（県1/3、市1/6）
　　　２組織　青谷地域　トラクター等　7,215千円
　　　　　　　河原地域　コンバイン　　4,169千円

款 農林水産業費

項 農業費

目 農業構造改善事業費

補正前額 27,287 

要求額 11,384 

総務部長段階査定額 11,384 

年度 R8

農００７ 項　　目　　名 集落営農体制強化支援事業補助金

予算書項目 意欲ある担い手支援事業費 ページ 37

農林水産部
農政企画課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 2,441 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 1,626 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 815 

その他財源の内訳

市長段階査定額 2,441 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】担い手支援係 0857-30-8305

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　県が認定農業者、集落営農組織、認定新規就農者以外の農業者で地域の水田農業の維持発
展を図るために必要な経費補助を設置した。

【事業の目的及び効果】
　中山間地域において、小規模な集落単位等で地域の水田農業を支えている農業者の育成と
地域の水田農業の維持発展を図る取組を支援する。

【事業の内容】
　農業用機械の導入に必要な経費を支援する。
　　補助率1/2（県1/3、市1/6）　補助上限額3,000千円
　① 河原地域　トラクター　　　1,780千円
　② 鳥取地域　ハロー　　　　　　661千円

款 農林水産業費

項 農業費

目 農業構造改善事業費

補正前額 0 

要求額 2,441 

総務部長段階査定額 2,441 

年度 R8

農００８ 項　　目　　名 中山間地域を支える水田農業支援事業補助金

予算書項目 意欲ある担い手支援事業費 ページ 37

農林水産部
農政企画課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 465 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 465 

その他財源の内訳

市長段階査定額 465 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】鳥獣対策係 0857-30-8303

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　人里へのツキノワグマの出没に対し、注意喚起看板設置や職員等による追い払い対策など
により、人身被害防止対策に取り組んできた。
　また、令和７年９月からクマ等の危険鳥獣が市街地に出没した場合に、市町村長の許可に
より銃猟（緊急銃猟制度）が可能となった。

【事業の目的及び効果】
　果樹園や人家近くに出没するクマに関する対策を講じることで、農作物の保護及び住民の
安全を確保する。また、クマの緊急銃猟や錯誤捕獲等による対応時におけるクマよけスプ
レーや防護盾などの安全装備購入により、実務者の安全対策を図る。

【事業の内容】
　緊急銃猟を想定した訓練講習会を開催し、事案発生時に対応する鳥取市鳥獣被害対策実施
隊員の射撃技術向上を図る。
　・緊急銃猟想定訓練講習実施委託業務　（１回/年）　465千円

款 農林水産業費

項 林産業費

目 林業総務費

補正前額 3,153 

要求額 1,393 

総務部長段階査定額 465 

年度 R8

農００９ 項　　目　　名 クマ対策事業費

予算書項目 野生鳥獣被害防止事業費 ページ 37

農林水産部
農政企画課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 251 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 251 

その他財源の内訳

市長段階査定額 251 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】鳥獣対策係 0857-30-8303

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　野生鳥獣による農作物被害が増加傾向にある中、捕獲による個体数削減に取り組んでい
る。捕獲後の個体は、埋設・焼却・食用の方法により処理してきたが、令和４年度より、焼
却に代わり減容化処理を行うこととし、令和３年度に減容化処理施設を旧国府町クリーンセ
ンター内に整備し、令和４年４月１日より稼働した。

【事業の目的及び効果】
　焼却施設に代わる新たな減容化施設を運営することで、捕獲個体の処理に係る労力を軽減
させ、不法投棄を防止し、環境面への配慮を図るとともに、捕獲効率の向上を図る。

【事業の内容】
　・脱臭装置循環ポンプ交換費用　251千円

款 農林水産業費

項 林産業費

目 林業総務費

補正前額 24,144 

要求額 251 

総務部長段階査定額 251 

年度 R8

農０１０ 項　　目　　名 減容化施設管理運営費

予算書項目 野生鳥獣被害防止事業費 ページ 37

農林水産部
農政企画課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 353 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 1,059 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 353 

一般財源 706 

その他財源の内訳

市長段階査定額 1,059 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】鳥獣対策係 0857-30-8303

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　鳥取クレー射撃場は、野生鳥獣対策を担う銃猟者のさらなる養成を目指し平成28年９月に
再開したが、銃猟者の減少には歯止めがかからず、野生鳥獣による農作物被害も増加傾向が
続いている。

【事業の目的及び効果】
　射撃場の適切な管理運営を行うことで、銃猟者の着実な育成・確保を進め、捕獲強化によ
る農作物被害の軽減を図る。
　施設概要
　・敷地面積：11,240㎡
　・トラップ射場、スキート射場：各１面（鉛弾飛散防止ネット設置）
　・管理棟：１棟

【事業の内容】
① 散弾飛散防止ネット昇降制御盤修繕（スキート・トラップ）　935千円
② 場内定期清掃（鉛弾回収）業務委託　　　　　　　　　　　　124千円

　※その他財源の負担金は、東部４町負担金

款 農林水産業費

項 林産業費

目 林業総務費

補正前額 88,095 

要求額 1,214 

総務部長段階査定額 1,059 

年度 R8

農０１１ 項　　目　　名 射撃場管理運営費

予算書項目 射撃場管理運営費 ページ 37

農林水産部
農政企画課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 10,000 

諸収入 0 

その他 0 計 10,000 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 10,000 

一般財源 0 

その他財源の内訳

市長段階査定額 10,000 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-30-8311

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　戦後造成した人工林が本格的な利用期を迎える中、これらの森林資源を循環利用し、林業
の成長産業化を図ることが重要である。そのためには、ＩＣＴやレーザ測量技術等の先進技
術の林業への導入を進め、生産性の向上を図る必要がある。

【事業の目的及び効果】
　ＩＣＴ等の先進技術を活用して、森林資源や森林境界情報の情報共有化とオープン化を進
め、併せて新しい木材流通・販売の仕組みづくりを行うことで林業の成長産業化を図る。

【事業の内容】
（１）森林産業イノベーション推進実証事業　林業におけるＩＣＴ技術の活用実証事業、ス
マート林業技術の開発・普及に資する事業への補助　補助率10/10　上限額　5,000千円
（２）スマート林業実装促進事業
　　① スマート林業に係る資格（ドローン操作技術など）取得への補助
　　　　補助率2/3　上限額　１事業体当たり　300千円
　　② スマート林業機械等（高性能林業機械、ドローンなど）の導入への補助
　　　　補助率1/2　上限額　１事業体当たり3,000千円

　※その他財源の繰入金は、森林環境譲与税基金繰入金

款 農林水産業費

項 林産業費

目 林業振興費

補正前額 0 

要求額 10,000 

総務部長段階査定額 10,000 

年度 R8

農０１２ 項　　目　　名 森林産業イノベーション推進事業費

予算書項目 林業・木材産業強化総合対策事業費 ページ 37

農林水産部
林務水産課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 1,459 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 729 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 730 

その他財源の内訳

市長段階査定額 1,459 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-30-8311

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　令和５年１月の大雪により倒木による孤立集落が発生した。そのような事態を未然に防止
するため、手入れの行き届いていない森林の適正な管理の促進を図る必要がある。

【事業の目的及び効果】
　鳥取県、市町村、通信事業者等により構成される「倒木被害防災・減災対策連絡会」にお
いて危険木の予防的事前伐採等が必要と判断された個所の予備伐採の実施に対する支援を行
い、倒木に起因する集落の孤立・停電・通信障害等の発生による住民生活への影響の軽減及
び森林所有者等による森林の適正な管理の推進を図る。

【事業の内容】
　・対象地域（河原町小河内）の追加
　・補助率10/10（県1/2、市1/2）

款 農林水産業費

項 林産業費

目 林業振興費

補正前額 6,723 

要求額 1,459 

総務部長段階査定額 1,459 

年度 R8

農０１３ 項　　目　　名 危険木等事前伐採推進事業費

予算書項目 危険木等事前伐採推進事業費 ページ 37

農林水産部
林務水産課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 4,275 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 28,500 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 18,240 

地方債 5,200 

その他 4,275 

一般財源 785 

その他財源の内訳

市長段階査定額 28,500 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-30-8317

【１２次総の施策体系】3104

【事業の経過及び背景】
　農業の基礎的な生産基盤である農地の適切な保全管理や、老朽化した農道、用排水路等の
農業用施設全般の整備・補修が求められる。

【事業の目的及び効果】
　長寿命化対策に資する農業用用排水施設等の整備を行うことで、効率的な農業運営・管
理を実現する。

【事業の内容】
　・叶地区樋門改修工事　　　　　10,000千円
　・気高町宝木地区樋門改修工事　18,500千円

　※その他財源の負担金は、地元負担金

款 農林水産業費

項 農業費

目 農地費

補正前額 32,000 

要求額 28,500 

総務部長段階査定額 28,500 

年度 R8

農０１４ 項　　目　　名 農業水利施設保全高度化事業費

予算書項目 農業水利施設保全高度化事業費 ページ 37

農林水産部
農村整備課


